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データ整備の手引とFAQ

2020年09月29日
(株)トラフィックブレイン 代表取締役社長 太田 恒平

標準的なバス情報フォーマット/GTFS オンラインセミナー



本日の内容振り返り
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◼東京大学 伊藤先生
•フォーマットの概要、最近の動き、今後の可能性

◼Sujiya Systems 高野氏
•バス事業者と協力した「その筋屋」・バスロケ開発

◼永井運輸 水野氏
•小規模事業者における「その筋屋」導入事例

◼みちのりホールディングス 浅井氏
•大手事業者グループにおける導入済みシステムからの出力事例

◼NECネクサソリューションズ 津田様
•既存のダイヤ・バスロケシステムからの出力



本発表の内容
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◼整備方法のまとめ
◼混雑情報の配信方法
◼整備効果の考え方
◼留意点
◼困ったときは
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整備方法のまとめ
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整備方法のおすすめ早見表
バスロケ

無し 有り

ダイヤ
編成

無し
(紙/Excel)

有り

事業者：その筋屋
自治体：見える化
フォーマット
による自作

ダイヤシステム
から出力

バスロケから出力
(ダイヤシステム併用も)

バスロケから出力
(その筋屋も入れると良い)

自社やシステム会社が
できない・高価な部分は

CP・地元IT企業等へ外部委託
(運用外注は要注意)
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データ自作向けのツール紹介



その筋屋 ～概要～
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帳票管理 情報提供用データ

時刻

仕業

運賃

運行表
(スターフ)

停留所
時刻表

Web
時刻表

Sujiya Systems 高野孝一氏が開発



その筋屋 ～特徴～
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◼無料
• 数百万円するようなダイヤ編成システムが無料

■高機能
• 事業者のダイヤ担当に必要な機能を満載、業務効率化に貢献
• 道南バス社内SE、工房「新時ダイヤ！」開発者のバスシステム30年の開発経験が詰まっている
• ✕ 反面、高機能すぎてとっつきづらい面がある

• 次々と機能開発
• 気が乗れば気前よくやってくれる！

• 区間時分を元にダイヤを引くのが基本
• ✕ 反面、できあがった時刻表を一覧表で一気に入力するにはイマイチ

✕ 高野さんしか開発者がいない
• カスタマイズ開発は基本的にしない。必要なら帳票出力等を外注開発。
• 都道府県の研修などで地域のサポート体制ができると心強い

システム未導入の事業者は、まず導入を検討してみよう
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見える化共通入力フォーマット ～概要～

人が見て
理解できる
入力できる
Excel
フォーマット

公共交通利用促進ネットワーク(路線図.com) 伊藤浩之氏 が 開発

その筋屋に
取り込める

https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/



見える化共通入力フォーマット ～特徴～
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◼無料で使える
•元は、三重県、中部運輸局の取組の一環でもあった

◼習得しやすい
•ダイヤ管理に不慣れな人でもExcelを使って入れやすい

◼その筋屋にアップグレード可能
• GTFS-JP以外に色々試したくなったら、その筋屋にインポートしてデータ流用

◼伊藤さんの対応が親切
•こまめにVer.UP(今年度5回)
•丁寧なマニュアル・研修教材あり
•必要なデータ収集からGoogle Maps掲載まで、長年の経験を踏まえてサポート

自治体のコミバスデータ作成におすすめ
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自治体の役割・研修等の事業
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コミュニティバスのデータ整備事例（中津川市）
市内のバス路線の GTFS-JP  GTFS-RT データを整備しオープン化
多言語整備しインバウンド需要に対応、デジタルサイネージも低コストで導入

中津川市「公共交通オープンデータ"最先端田舎"への挑戦」
http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/page/083350.html



普及に向けた課題
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◼市町村 交通政策担当部署によくある悩み
•人員が少ない（部署無し、専任不在の場合も）
• 2,3年で異動して専門性を保ちづらい
•市町村の数が多いので地方全体で達成するのが困難
•コミュニティバスの小さな会社に運行委託なのでIT施策を委託しづらい

◼すべて外部委託した場合の課題
•継続に費用がかかり続ける
•品質やデータ更新の課題が後から出てきて結局運用できないケースも

都道府県にて研修を行う例が増えている



研修風景
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今年度
岡山県、山形県、愛知県
などでもデータ作成研修会
が開催予定



事業要件例
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◼ツール
• 市町村向け：見える化共通入力フォーマット
• 事業者向け：その筋屋 ※システム未導入の事業者が多い場合

◼構成
• セミナー
• 概要、事例等を紹介して動機づけを図る

• 研修（2回程度）
• １回目：デモデータ入力、Googleアカウント開設説明 など
• 宿題 ：Googleアカウント作成、自社データ仮入力
• ２回目：自社データ入力仕上げ、データ検証、Google設定説明 など

• フォローアップ
• メール、チャット(Slack)等でフォロー

◼費用目安
• 200～600万円程度
• 利用ツール、規模、構成、フォロー体制次第



バスロケ導入と組み合わせたデータ整備
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佐賀県 富山県 群馬県

県バス協会が調整役となっている例（大分・広島など）
複数の民間事業者が共同で導入した例（熊本など）もある

一方で様々な課題も出てきているので、調査・企画は念入りに！
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混雑情報の配信方法
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GTFSリアルタイムに載せて混雑情報を配信
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横浜市営バス 混雑情報をGTFS Realtimeで配信開始
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国交省の検討会
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GTFSや情報サービスとの対応
事務局にて補足説明

GTFSリアルタイム
OccupancyStatus

EMPTY

MANY_SEATS_AVAILABLE

FEW_SEATS_AVAILABLE

STANDING_ROOM_ONLY

CRUSHED_STANDING_
ROOM_ONLY

FULL

NOT_ACCEPTING_
PASSENGERS

Google
表示

空席多数
Many empty seats

空席わずか
Few empty seats

空席なし
Standing room only

満員
Cramped standing
room

国交省検討会資料より

割当
なし？

割当
なし？
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整備効果の考え方
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観光路線における効果@中津川市

外国人が多いの観光路線はGoogleの効果が高い
外国人利用者へのアンケート

このバスをどのように知ったか？
Kitaena Bus Magome Line in Nakatsugawa City

外国人利用者の22%がGoogle Mapsでバスを知る



24

都市圏における効果@ロンドン

公共交通オープンデータの年間経済効果
対 乗客 待ち時間削減 ￡70-90m 100-130億円

経路最適化による時間削減 ￡20m 29億円
対 交通事業者 問い合わせ窓口のコスト削減 ￡1m 1.4億円
対 都市 企業活動による総付加価値 ￡12-15m 17-22億円

http://content.tfl.gov.uk/deloitte-report-tfl-open-data.pdf

Assessing the value of TfL’s open data and digital 
partnerships
Deloitte, 2017



整備効果
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◼国内のまとまった調査研究は乏しい
•中津川：特定の観光路線
•ロンドン：都市圏全体、バス事業収入への効果が不明
• みちのりHD様も模索中

◼経路検索の利用者数がよくわからない
•各社、各路線の検索数は非公開
• Googleのレポートの数は重複が多く実態とかけ離れている

◼オープンデータとして公開する効果が不明
•まだデータ活用は始まったばかり、鶏と卵
• アメリカではロンドンではベンチャー企業が多く誕生しているが

•コンテストもまだ一過性のものばかり



実際、何が動機になっているか
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◼ ①自社サービスで足りない機能・認知をアップ
• バス停名を入れる必要があり、ドア to ドア検索ができない
• 例：神戸市交通局のバスロケアプリの認知度 6%

◼ ②正確性の向上
• 実はCPや代行掲載のGoogleもできていないダイヤ改正や正確な表現を、バス会社自ら対応できる
• バスロケや運行情報を新たに表示できる
• コロナ禍で必要性急上昇

◼ ③地域内や同規模の他社も導入が進んでいる
• 例：岡山県、青森県

◼ ④オープンデータの活用は、ハッカソンなどを地域でしかける
• 例：会津バスハッカソン、公共交通オープンデータチャレンジ

◼ ⑤バスロケ自体に比べれば低コストに間口を広げられる
• 例：バスロケ導入に数億円、GTFSリアルタイム提供に千数百万円
• 仮に1%でも利用が増えれば、ペイできる

◼ ⑥業務全体のIT化・効率化の一環として実施
• Excelで管理しているなら「その筋屋」は救世主
• ダイヤ系・バスロケ系・運賃系などを一元管理すれば、計画業務の近代化にもつながる
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留意点



品質
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✓ GTFSは制約が緩いので設定方法の差が大きい
✓ バスの複雑な情報に対応するにはコツが要る
✓ CPやシステムベンダーも完璧ではないので委託時も注意

実際の乗り場は19箇所 Google mapsでは2箇所 現地案内では系統番号あり
団地行き

Googleでは系統番号無し
車庫行き

乗り場が標柱ごとに無い 系統番号・行先が正しくない
（行先は循環線に特に注意）

有識者への相談、先行例の調査・ヒアリング、などを基に仕様を固めていく
※有志（標準的なバス情報フォーマット広め隊）にて、一般的な追加ルールを整理中



Google対応
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◼2019年以降、審査基準が厳格化
•同一属性のrouteは束ねる
•乗り場は誤差5m以下で標柱ごとに作成
•循環線等の行先を正しく設定する など

◼仕様改訂・ツール改修が進行中
•国交省の検討会（8月～）
•各種ツールでroute束ねに対応

◼参考文書
• Googleの推奨事項

• https://support.google.com/transitpartners/answer/6377351?hl=ja#

•「標準的なバス情報フォーマット広め隊」のノウハウ集
• コンテンツプロバイダへのデータ提供マニュアルを整備しました
• https://www.gtfs.jp/blog/datarelese/



Google対応 ノウハウ集
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管理画面上の操作、警告への対処法などを網羅

2020/09/26 コンテンツプロバイダへのデータ提供マニュアルを整備しました
https://www.gtfs.jp/blog/datarelese/



補助制度
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◼バスロケ補助金



その他 よくある留意点
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◼更新
✕ 委託事業で2年目以降の更新がされない・不透明

→長期的な事業計画が必要
✕ 委託先がダイヤ改正までに対応できない（特にコロナ対策で顕著に）

バスロケとデータ齟齬が発生
→ダイヤ改正時の手運用の削減、リードタイムの契約盛込みが必要

◼連携
✕ 運賃とダイヤが紐付かず、ダイヤ改正に支障

→データフォーマット、IDの整理などを行い極力省力化
✕ バスロケのことを考えず静的データだけ整備し、やり直しになる

→バスロケ・ダイヤ・運賃セットでのデータ整備計画を建てる

◼ライセンス
✕ データの利用権がシステム会社にあり、バス会社やオープンデータとして活用できない

→権利関係を再整理する
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困ったときは



お問い合わせ
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◼国土交通省
• データ整備支援：各地方運輸局の交通政策部 交通企画課

• 九州運輸局管内に関しては、同局のGTFS-JPデータ作成サポート事業にてサポート
• フォーマット全般：本省の総合政策局 モビリティサービス推進課

◼関係事業者
• 経路検索等への掲載：掲載先の経路検索事業者
• https://www.mlit.go.jp/common/001283241.pdf

• データ整備システム：ダイヤ編成システム、バスロケーションシステム等のメーカー

◼技術支援コミュニティ
• 情報共有・お悩み相談
• Facebookグループ「GTFS/バスオープンデータ友の会」
• https://www.facebook.com/groups/492835051529368/

• 公共交通データ議論用メーリングリスト
• https://www.gtfs.jp/blog/about_ml/

• フォーマットへの技術提案：GTFS-JP GitHub


